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史
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豊漁　地曳網

１
８
９
０
年
（
明
治
23
年
）
一
宮
本
郷
村
、
新
笈
村
と
合
併
し
、

一
宮
町
と
な
る

１
８
９
１
年
（
明
治
24
年
）
一
宮
区
裁
判
所
新
設
開
庁

１
８
９
２
年
（
明
治
25
年
）
東
浪
見
小
学
校
新
校
舎
落
成

１
８
９
３
年
（
明
治
26
年
）
関
宗
助
、
梨
苗
を
植
え
増
殖
を
図
る
。

東
上
総
梨
の
始
ま
り

１
８
９
４
年
（
明
治
27
年
）
一
宮
町
消
防
組
設
立
／
日
清
戦
争
勃

発
（
〜
28
年
）

１
８
９
５
年
（
明
治
28
年
）
一
宮
商
業
銀
行
設
立

１
８
９
６
年
（
明
治
29
年
）
一
宮
実
業
倶
楽
部
誕
生

１
８
９
７
年
（
明
治
30
年
）
大
網
〜
一
宮
間
鉄
道
開
通
、
一
宮
駅

営
業
開
始
／
第
九
十
八
国
立
銀
行
一
宮
支
店
開
業
（
現
在
の
千
葉
銀

行
一
宮
支
店
の
前
身
）

１
８
９
８
年
（
明
治
31
年
）
一
宮
商
業
銀
行
設
立

１
８
９
９
年
（
明
治
32
年
）
一
宮
町
農
会
、
団
体
と
し
て
認
め
ら
れ
る

１
９
０
１
年
（
明
治
34
年
）
綱
田
小
、
東
浪
見
小
に
合
併

１
９
０
４
年
（
明
治
37
年
）
日
露
戦
争
勃
発
（
〜
38
年
）

１
９
０
６
年
（
明
治
39
年
）
隧
道
創
設
工
事
起
工
（
西
部
耕
地
整

理
）

１
９
０
７
年
（
明
治
40
年
）
一
宮
町
信
用
組
合
創
立
（
農
協
の
前
身
）

１
９
０
８
年
（
明
治
41
年
）
一
宮
町
青
年
会
発
会
／
全
国
に
先
が

け
耕
地
整
理
始
ま
る
。
一
宮
駅
〜
海
岸
の
間
1
5
4
町
5
反
歩
（
〜

大
正
3
年
）

１
９
０
９
年
（
明
治
42
年
）
電
話
交
換
業
務
開
設
／
杉
山
式
馬
耕

始
ま
る

１
９
１
０
年
（
明
治
43
年
）
一
宮
婦
人
会
発
会
（
会
長
加
納
子
爵
夫

人
鎰
子
（
〜
昭
和
16
年
）

１
９
１
１
年
（
明
治
44
年
）
こ
の
頃
一
宮
海
水
浴
場
で
き
る

１
９
１
２
年
（
明
治
45
年
）
加
納
久
宜
、
町
長
に
就
任
（
〜
大
正

5
年
）
生
活
改
善
論
（
加
納
久
宜
）

１
９
１
３
年
（
大
正
2
年
）
一
宮
女
学
校
設
立
（
〜
昭
和
8
年
）

１
９
１
４
年
（
大
正
3
年
）
一
宮
に
初
め
て
電
灯
が
灯
る
／
青
年

会
商
業
部
を
海
岸
に
開
設

１
９
１
５
年
（
大
正
4
年
）
養
蚕
組
合
結
成
（
一
宮
）

１
９
１
６
年
（
大
正
5
年
）
隔
離
病
舎
新
築
／
養
蚕
組
合
結
成

（
東
浪
見
）
／
東
浪
見
村
青
年
会
発
会
／
豪
雨
の
た
め
一
宮
川
溢

水
、
宮
原
地
区
に
被
害

１
９
１
７
年
（
大
正
6
年
）
一
宮
公
会
堂
開
設

１
９
１
８
年
（
大
正
7
年
）
米
価
高
騰

１
９
１
９
年
（
大
正
8
年
）
加
納
久
宜
、
逝
去
／
東
浪
見
一
宮
漁

業
組
合
免
許
を
受
け
る

１
９
２
１
年
（
大
正
10
年
）
観
明
寺
下
に
消
防
用
大
貯
水
池
を
つ
く
る

１
９
２
２
年
（
大
正
11
年
）
一
宮
警
察
脇
に
42
尺
の
鉄
骨
望
楼
兼

火
の
見
櫓
を
設
置

１
９
２
３
年
（
大
正
12
年
）
ゴ
ン
ド
ウ
鯨
の
大
群
東
浪
見
海
岸
へ
／

関
東
大
震
災
、
一
宮
で
は
大
き
な
被
害
は
な
い

１
９
２
５
年
（
大
正
14
年
）
一
宮
実
業
学
校
創
立

１
９
２
７
年
（
昭
和
2
年
）
一
宮
学
園
開
設

１
９
３
０
年
（
昭
和
5
年
）
一
宮
川
堤
防
決
壊
、
宮
原
地
区
被
害

受
け
る

１
９
３
１
年
（
昭
和
6
年
）
徳
川
大
尉
、
所
沢
〜
一
宮
間
長
距
離

飛
行
に
成
功
／
冷
害
に
よ
る
大
凶
作
／
満
州
事
変
始
ま
る

１
９
３
２
年
（
昭
和
7
年
）
大
欠
の
溜
池
改
修
。
ヒ
ュ
ー
ム
管
埋

設
（
東
部
耕
地
整
理
組
合
）
／
一
宮
園
芸
組
合
結
成

１
９
３
３
年
（
昭
和
8
年
）
軍
荼
利
山
溜
池
工
事
着
工
（
〜
20
年
）

１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）
一
宮
・
東
浪
見
国
防
婦
人
会
結
成

（
17
年
解
散
　
大
日
本
婦
人
会
と
し
て
発
足
　
終
戦
に
よ
り
解
散
）

１
９
３
６
年
（
昭
和
11
年
）
一
宮
小
学
校
新
築

１
９
３
７
年
（
昭
和
12
年
）
日
支
事
変
始
ま
る

１
９
３
８
年
（
昭
和
13
年
）
国
民
健
康
保
険
法
成
立
実
施

１
９
４
０
年
（
昭
和
15
年
）
親
の
谷
溜
池
新
設
工
事
起
工
（
〜
19

年
）。（
西
部
耕
地
整
理
組
合
）

１
９
４
１
年
（
昭
和
16
年
）
一
宮
川
潮
止
堰
完
成
／
太
平
洋
戦
争

突
入
（
〜
20
年
）

１
９
４
２
年
（
昭
和
17
年
）
青
少
年
団
体
、
婦
人
会
が
大
政
翼
賛

会
の
傘
下
に

１
９
４
３
年
（
昭
和
18
年
）
一
宮
町
農
業
会
設
立
／
東
浪
見
第
2

耕
地
整
理
組
合
設
立
／
雨
竜
湖
計
画
／
一
宮
町
森
林
組
合
設
立

１
９
４
４
年
（
昭
和
19
年
）
西
部
丘
陵
に
横
穴
陣
地
構
築
／
風
船

爆
弾
、
一
宮
基
地
（
海
岸
）
か
ら
上
げ
る

１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
終
戦
、
復
員
始
ま
る

１
９
４
６
年
（
昭
和
21
年
）
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
公
布
／
農

地
委
員
会
の
委
員
選
出
／
一
宮
町
婦
人
会
再
度
結
集
し
、
あ
づ
ま
会

（
東
浪
見
地
区
婦
人
会
）
誕
生

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
年
）
公
選
町
長
の
選
挙
で
田
中
周
当
選
／

一
宮
中
学
校
創
立
／
農
業
共
済
組
合
発
足
／
千
葉
地
方
検
察
庁
一
宮

支
部
発
足

１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
農
業
協
同
組
合
設
立
（
一
宮
・
東
浪

見
）
／
衣
料
品
協
同
組
合
設
立

１
９
４
９
年
（
昭
和
24
年
）
一
宮
町
乳
牛
組
合
結
成

１
９
５
０
年
（
昭
和
25
年
）
千
葉
県
林
業
技
術
指
導
所
運
営
開
始

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
年
）
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
／
東
浪
見
、

一
宮
漁
業
協
同
組
合
登
記
／
一
宮
保
育
所
開
設

１
９
５
２
年
（
昭
和
27
年
）
一
宮
町
未
亡
人
会
発
足

１
９
５
３
年
（
昭
和
28
年
）
東
浪
見
村
と
一
宮
町
が
合
併
し
、
新

た
に
一
宮
町
を
設
立
。
町
長
に
久
我
　
太
郎
就
任
／
梅
樹
双
雀
鏡
、

国
重
要
文
化
財
に
指
定

１
９
５
４
年
（
昭
和
29
年
）
船
頭
給
、
長
生
村
よ
り
分
村
編
入

／
東
浪
見
保
育
所
新
築
竣
工

１
９
５
５
年
（
昭
和
30
年
）
新
地
、
宮
原
が
長
生
村
よ
り
分
村
編

入
／
一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
／
国
勢
調
査
　
人
口
1
1
3
8

7
人
　
世
帯
数
2
2
2
0
世
帯

１
９
５
７
年
（
昭
和
32
年
）
国
民
健
康
保
険
全
町
業
務
開
始
／
軍

荼
利
明
王
立
像
、
県
有
形
文
化
財
に
指
定
／
軍
荼
利
山
植
物
群
落
、

県
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
／
都
市
計
画
決
定

１
９
５
８
年
（
昭
和
33
年
）
東
浪
見
中
学
校
と
一
宮
中
学
校
統
合
／

玉
前
神
社
神
楽
、
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

１
９
５
９
年
（
昭
和
34
年
）
有
線
放
送
施
設
竣
工
、
業
務
開
始
／

一
宮
中
学
校
新
校
舎
落
成
／
県
よ
り
社
会
福
祉
振
興
地
区
に
指
定
／

国
民
年
金
業
務
開
始

１
９
６
０
年
（
昭
和
35
年
）
一
宮
町
商
工
会
法
人
に
改
組
／
原
保
育
所

新
築
竣
工
／
国
勢
調
査
　
人
口
1
0
6
9
4
人
　
世
帯
数
2
1
5
1
世
帯

１
９
６
１
年
（
昭
和
36
年
）
町
営
住
宅
を
待
山
に
建
設
／
原
保
育
所
開
所

１
９
６
２
年
（
昭
和
37
年
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
公
民
館
竣
工
／

簡
易
水
道
事
業
着
手
（
〜
39
年
）
／
町
営
住
宅
を
権
現
前
に
建
設

１
９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）
／
国
民
宿
舎
一
宮
荘
竣
工
／
一
宮
保

育
所
新
築
竣
工
・
町
営
住
宅
を
野
中
に
建
設
（
〜
39
年
）
／
一
宮

町
史
編
纂
、
39
年
発
行
／
国
土
調
査
開
始
（
〜
53
年
）

１
９
６
５
年
（
昭
和
40
年
）
有
線
放
送
施
設
の
自
動
化
完
成
／
町

営
住
宅
を
川
間
台
に
建
設
（
〜
42
年
）
／
国
勢
調
査
　
人
口
1
0

1
9
6
人
　
世
帯
数
2
2
5
1
世
帯
／
東
浪
見
甚
句
、
県
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定

明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
の
幕
が
開
い
て
以

来
、
大
正
、
昭
和
を
経
て
平
成
ま
で
、
わ
が
国

は
大
き
な
変
化
、
躍
進
の
道
を
た
ど
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
一
宮
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま

り
ま
す
。

明
治
4
年
、
廃
藩
置
県
が
実
施
さ
れ
る
と
、

一
宮
は
藩
か
ら
県
に
変
わ
り
、
そ
の
後
す
ぐ
に

木
更
津
県
に
統
合
。
明
治
6
年
、
木
更
津
県
と

印
旛
県
が
統
合
し
て
千
葉
県
が
で
き
た
と
き
に

は
、
一
宮
本
郷
村
・
新
笈
村
・
東
浪
見
村
・
綱

田
村
の
4
村
が
近
隣
14
カ
村
と
と
も
に
一
大
行

政
区
を
形
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
基
礎
と
な
っ

て
、
明
治
14
年
、
一
宮
本
郷
村
と
新
笈
村
の
合

併
に
よ
り
、
一
宮
本
郷
村
に
。
明
治
23
年
に
は

一
宮
町
と
改
称
し
、
こ
こ
に
一
宮
町
が
誕
生
し

ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
昭
和
28
年
に
一
宮
町
と
東
浪
見

村
が
合
併
。
29
年
に
は
一
松
村
船
頭
給
、
30
年

に
は
一
松
村
新
地
と
八
積
村
宮
原
が
分
村
編

入
。
こ
う
し
て
、
何
回
か
の
変
遷
を
経
て
、
現

在
の
一
宮
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
40
年
代
ご
ろ
か
ら
は
、
町
は
各
産
業
を

は
じ
め
、
教
育
、
福
祉
な
ど
の
充
実
に
努
め
、

施
設
建
設
や
各
種
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
文
化
財
や
祭
り
と
い
っ
た
伝
統
的
な
も
の

を
守
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

町
と
し
て
の
成
り
立
ち

早
く
か
ら
農
業
振
興
に
着
手

明
治
政
府
に
よ
る
殖
産
興
業
の
方
針
の
も
と

に
、
一
宮
で
は
産
業
振
興
に
明
治
時
代
早
々
か

ら
取
り
組
み
ま
し
た
。
な
か
で
も
農
業
に
つ
い

て
は
、
明
治
41
年
、
全
国
に
先
が
け
て
耕
地
整

理
を
実
施
し
た
ほ
か
、
土
地
改
良
や
灌
漑
設
備

工
事
を
行
う
な
ど
、
か
な
り
意
欲
的
な
事
業
だ

っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
旧
藩
主
で
一
宮
町

長
と
な
っ
た
加
納
久
宜
が
農
業
方
面
に
博
識
だ

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
稲
作
を
は
じ
め
、
生
鮮

野
菜
、
果
樹
、
養
鶏
、
養
豚
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
分
野
の
指
導
、
研
究
、
品
評
会
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
生
産
基
盤
が
で
き
た
こ
と
で
、
一

宮
の
農
家
は
こ
の
土
地
、
そ
の
時
代
に
合
っ
た

方
法
で
近
代
的
な
農
業
を
営
む
よ
う
に
な
り
ま

明
治
23
年
に
誕
生
し
た
一
宮
町
。

昭
和
30
年
に
い
ま
の
一
宮
町
が

確
定
し
、
新
し
い
時
代
へ
と
。

300年の歴史が空を舞う
【上総とんび】

町の無形民俗文化財に指定され、県指定伝

統的工芸品となっている「上総とんび」は、

一宮に江戸時代から伝わる縁起物の装飾凧で

す。漁師が豊漁のお礼詣でのときに装う万祝

（まいわい）という衣裳に倣った形と、色鮮

やかで独特な絵柄装飾の美しさが目を引きま

す。また、クジラのひげを用いて“うなり”

という音を出す点も特徴です。これを9代目

当主まで代々守ってきた嵯峨野家では、約

400種類の図柄を保存、再現もしています。
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